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地磁気データ解析システムによるPi2脈動解析

Analysis of Pi 2 pulsation by using the online geomagnetic data analysis system
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東海大学では熊本、西表島で地磁気の定点連続観測を行っている。データを一般に公開する地磁気データ解析

システムを開発し、解析ツールをネットワーク上で動作可能にしたことで、観測データへのアクセス時に単なる

データ閲覧だけでなく、スペクトル解析などの波形処理をパラメータ変更しながら使用し結果表示を可能にした。

解析ツールとしては数値フィルタ等の時系列表示に加え、スペクトル解析として最大エントロピー法、高速フーリ

エ変換、自己回帰法、およびウェーブレット変換を用意した。今回はPi2 脈動に注目し、サブストームとウェーブ

レット変換を用いて自動検出された Pi2 脈動 onset の相関関係についての解析結果を述べる。

データを比較することは重要である。東海大学では1996 年 5 月から熊本、1998 年 10 月から西表島（沖縄県八

重山諸島）で地磁気の定点連続観測を行っている。西表島は日本のほぼ西端に位置し磁気緯度 13.6 度と磁気赤道

に近い。観測開始から 1 年以上が経過したが、人工的なノイズが少ないため良好なデータが得られている。

　これらの地磁気データをデータベース化し広く一般に公開する目的で、地磁気データ解析システムを開発し

た。本システムの特徴は、解析ツールをネットワーク上で動作可能にしたことで、観測データへのアクセス時に単

なるデータ閲覧だけでなく、スペクトル解析などの波形処理をパラメータ変更しながら使用し結果表示を可能にし

た点にある。解析ツールとしては、微分処理、平滑化、数値フィルタの時系列表示に加え、スペクトル解析として

最大エントロピー法、２次元の偏波・位相解析が可能な高速フーリエ変換、自己回帰法、およびウェーブレット変

換を用意した。

　今回は本システムを用いた熊本および西表島の観測データの解析結果を示すとともに本システムの有効性に

ついて述べる。また特にPi2 脈動に注目し、サブストームとウェーブレット変換を用いて自動検出された Pi2 脈動

onset の相関関係についての解析結果を発表する予定である。


